
　市内の中学生・高校生が集まり、学校や学年の垣根を越
えて、子ども会や地域の行事で活動する平塚市ジュニア・
リーダーズクラブ。今回はジュニア・リーダーの１年間の
活動を紹介します。

1〜3面…　　　　地域で輝く! 未来のリーダーたち…ジュニア・
　　　　　　        リーダーの活動を紹介します。
4〜7面… お知らせ・スポーツ・募集・健康と福祉
　　　　　「子どもの健康」「お知らせ掲示板」

８面…「写真リポート」「市長こらむ」「がんばれ湘南ベルマーレ」
　　　「次回納期の市税・手数料」「#hiratsukagood」
広報ひらつかのPDF版は市ウェブからご覧いただけます。
スマートフォンアプリ「マチイロ」からもご覧いただけます。
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リーダー
たち未来の

に
は
声
を
掛
け
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」と
話
す
福
川
さ
ん
。
活
動

時
に
肩
か
ら
提
げ
る
ク
リ
ア
ケ
ー

ス
に
は
、
大
き
な
文
字
で『
も
な

か
』と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
名
前

の『
愛
伽
』を
も
じ
っ
て
付
け
ら
れ

た
あ
だ
名
で
す
。
ク
ラ
ブ
生
は
み

ん
な
で
考
え
た
あ
だ
名
で
呼
び

合
っ
て
い
る
ん
で
す
」。

●
目
標
は
会
長
に
な
る
こ
と

　
中
学
校
１
年
生
の
頃
、
友
人
に

誘
わ
れ
て
受
け
た
講
習
会
。「
当
時

は
部
活
に
励
ん
で
い
て
、
出
席
数

が
足
り
ず
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講

習
で
や
っ
と
ク
ラ
ブ
生
に
な
っ
た

ん
で
す
」と
振
り
返
り
ま
す
。「
そ

ん
な
私
で
も
、
ク
ラ
ブ
生
に
な
っ

て
す
ぐ
の
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
プ

で
は
、
班
の
責
任
者
を
任
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
時
の
働
き
ぶ
り
を
先

輩
が
褒
め
て
く
れ
て
、『
続
け

「
み
ん
な
元
気
で
す
か
ー
」

「
は
ー
い
。
元
気
で
す
よ
ー
」

　
平
成
29
年
度
の
会
長
を
務
め
る

高
浜
高
校
1
年
の
福
川
愛ま

な
か伽

さ
ん

　「ジュニア・リーダーとしてみんなを楽しませたい」
と話す江陽中学校1年の冨田凜さん。小学生の頃、黄
色のTシャツ姿で優しく接してくれたジュニア・リー
ダーに憧れて、本年度の講習生として活動しました。
　8月のキャンプでは、積極的に声を出してグループ
を盛り上げました。「泊まった部屋の掃除は大変でし
た。これからは掃除やお母さんの手伝いをがんばりた

いです」と意気込
みます。
　10月７日、普段
のＴシャツ姿と
は打って変わっ
て、制服を着て
引き締まった表
情を見せる冨田
さん。全6回の講
習会を終え、20

人の講習生がクラブ生となりました。冨田さんは渡さ
れた修了証を手に「クラブ生になったので、責任を持っ
て行動したい」と来年度に向けて力を込めます。

　楽しいこと、苦しいこと、難しい
こと、初めてのこと……。さまざま
な体験ができるジュニア・リーダー
の活動。経験は時がたつにつれ、
思い出とともに、自らの強みや心
の支えとなっていきます。

問　青少年課☎71―５９５０

デイキャンプではカレー作りに挑戦。「おいしい」と笑顔がこぼれます

ジュニア・リーダー
１年間の主な活動
4月
5月
6月

7月
8月
9月

10月

11月
12月
2月
3月

総会
デイキャンプ（講習会）
野外活動研修会
グループワーク（講習会）
福祉講習（講習会）
夏のキャンプ（講習会）
ＫＹＴ（危険予知トレーニング）・
ゲーム講習（講習会）
修了式
新規歓迎会
フォローアップ講習（講習会）
クリスマスキャンプ
他市交流会
宿泊研修会

ほかにも子ども大会や地域の
行事にお手伝いに行きます。

憧れの黄色いTシャツ

悩み考える日々が成長を促進
　「苦手だった対話もしっかり受け答えするよう
になりましたね」と話すのは、冨田凜さんのお母
さんの陽子さん（写真右）。この1年、講習生とし
て活動してきた凜さんの
成長を間近で見てきまし
た。「公民館まつりでゲー
ムの説明がうまくできる
ように試行錯誤していま
した。活動を通して責任
感を育んでいるんです
ね」と笑顔を見せます。

　
市
内
の
中
学
生
・
高
校
生
で
構

成
す
る
平
塚
市
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
。
子
ど
も
大
会
や

地
域
の
行
事
に
参
加
し
、
参
加
者

の
前
に
立
っ
て
ゲ
ー
ム
や
手て

遊あ
そ

び

で
盛
り
上
げ
る
な
ど
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
学
校
や
学
年
を
超
え

た
仲
間
づ
く
り
を
通
し
て
、
あ
い

さ
つ
や
団
体
行
動
で
の
マ
ナ
ー
な

ど
を
身
に
付
け
る
場
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
ジ
ュ
ニ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
中
学
校

２
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
ク
ラ

ブ
生
35
人
が
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の

自
主
事
業
や
地
域
の
活
動
に
参

加
。
ま
た
、
中
学
生
24
人
が
ク
ラ

ブ
生
に
な
る
た
め
、
約
半
年
間
の

講
習
会
に
講
習
生
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。
①
来
た
時
よ
り
も
美
し

く
②
眠
い
・
だ
る
い
・
疲
れ
た
な

ど
は
言
わ
な
い
③
当
た
り
前
の
こ

↓

修
了
証
を
受
け
取
る
冨
田
さ
ん

一人一人に声を掛ける福川さん（右）

仲
間
た
ち
と
の
出
会
い

学
校
や
学
年

超
え
た
仲
間

未来の
地域で輝

く！

リーダー
たち

と
は
当
た
り
前
に
④
明
る
く
楽
し

く
元
気
よ
く
⑤
５
分
前
行
動
の
５

箇
条
の
も
と
、
１
年
を
通
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

の
大
き
な
掛
け
声
に
、
声
を
弾
ま

せ
な
が
ら
応
え
る
ジ
ュ
ニ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
た
ち
。

　
昨
年
５
月
20
日
、
び
わ
青
少
年

の
家（
土
屋
２
７
１
０
―
１
）に
、

ク
ラ
ブ
生
と
、
平
成
29
年
度
の
講

習
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。
講
習
生

に
と
っ
て
は
初
め
て
の
講
習
会
の

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
。
ク
ラ
ブ
生
と
と

も
に
、
野
外
炊
事
や
班
別
対
抗

ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
、
講
習
生

同
士
で
打
ち
解
け
て
も
ら
う
た
め

の
行
事
で
す
。

　「
み
ん
な
が
黙
っ
て
し
ま
う
時
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て
い
き
た
い
な
』と
思
っ
た
ん

で
す
」。

　

以
来
、
会
長
に
な
っ
て
ジ
ュ
ニ

ア
・
リ
ー
ダ
ー
を
支
え
て
い
く
こ

と
を
目
標
と
し
て
活
動
し
て
き
た

福
川
さ
ん
。「
み
ん
な
に
は
、
指
示

さ
れ
る
前
に
自
分
か
ら
行
動
で
き

ま
ず
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
Ｏ
Ｂ

二
宮
雄
治
さ
ん

　キャンプや車いす
体験、救命講習など
を通して地域のリー
ダーとして活躍する
ために必要な知識や
技術を学びます。
　５月～10月、全６回。
市内在住の中学生4５
人（抽選）。3５0円。
キャンプなどは、別途
費用がかかります。
募　学校で配る申込
書を、郵送または直
接、4月13日（金）まで
に、本館1階の青少年
課☎71―５９５0へ。市
ウェブからも応募でき
ます。

　
「
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の

時
に
や
っ
て
い
た
ゲ
ー
ム
は
今

も
覚
え
て
い
ま
す
」と
懐
か
し

む
の
は
、
山
下
小
学
校
の
教
員

の
二
宮
雄
治
さ
ん
。
今
で
も
手

遊
び
を
児
童
に
教
え
て
い
る
と

言
い
ま
す
。

　

平
成
４
年
、
中
学
校
２
年
生

か
ら
活
動
し
て
い
た
二
宮
さ

ん
。「
当
時
、
学
校
で
は
他
校
と

の
交
流
が
な
く
、
広
く
市
内
の

同
年
代
の
子
ど
も
と
集
ま
る
こ

と
は
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
大

変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

マ
ナ
ー
や
社
会
性
な
ど
、
多
く

を
学
び
ま
し
た
ね
」と
振
り
返

り
ま
す
。

　

現
在
は
体
育
振
興
会
や
青
年

会
議
所
な
ど
で
も
活
動
。
知
ら

な
い
場
所
に
飛
び
込
む
行
動
力

は
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
時

に
培
い
ま
し
た
。「
外
に
出
て
視

野
が
広
が
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
講
習
生
に
な
ろ
う
か
悩
ん

で
い
る
方
は
ま
ず
入
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
」と
呼
び
掛
け
ま
す
。

↓

クラブ生のとき
の資料を見て懐
かしむ二宮さん

　「ジュニア・リーダーに任せておけば、子どもたちの心をつかんでくれる
ので安心です」と四之宮地区青少年指導員の武原浩

ひろ

一
かず

さんはほほ笑みます。
　ジュニア・リーダーは成人式や浅間祭など、市の関連事業のほかにも、子
ども会などからの派遣依頼で、地域イベントの手伝いをしています。本年度
は22回の地域イベントに参加。11月23日に大野小学校で開かれた子どもゲー
ム大会には、4人のジュニア・
リーダーが参加し、約120人
の児童を前にゲームを進行
しました。過去にも派遣を依
頼した武原さん。「子ども会
に入らない子どもが増える
中で、多くの活動に参加する
ジュニア・リーダーは頼もし
い。子どもたちが憧れる大人
に成長してもらいたいです
ね」と期待を込めます。

　ジュニア・リーダーはキャンプや講習などのさまざま
なプログラムで得た自主性や積極性を、子ども会や地域
イベントの主催者から依頼された行事で生かしています。

地 域 の イ ベ ン ト で 活 躍

　湘南ひらつか七夕まつり
が開催された昨年7月９日、
市内外から多くの人が訪れ
た一大イベントに、ジュニ
ア・リーダーは友好都市の
岩手県花巻市から訪れた児
童と保護者の案内役を依頼
され参加しました。
　「平塚を他市の人に紹介す
るのは初めてです」と少し緊
張した様子を見せる横内中
学校2年生の大室虎太郎さ
ん。七夕飾りが並ぶ湘南ス

ターモールを歩き、七夕まつりの歴史や見どころなど、体験談を交えながら
案内しました。
　「会話して花巻市のことが分かったし、自分も平塚の魅力を再発見できま
した」と大室さん。ジュニア・リーダーの活動は、コミュニケーション力と
地域の歴史を学ぶことも目的です。「これからも地域活動に参加して、平塚の
良いところを知って、魅力をうまく伝えていきたいです」と意気込みます。

ジュニア・リーダーは手遊びで児童を盛り上げます

る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
期
待
を
込
め
ま
す
。

●
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

燃
ー
え
ろ
よ
っ
燃
え
ろ
ー
よ
ー
っ

炎
よ
燃
ー
え
ー
ろ
ー
っ
♪

　

真
っ
暗
な
び
わ
青
少
年
の
家
の

多
目
的
ホ
ー
ル
。
じ
っ
と
し
て
い

て
も
汗
が
体
を
伝
う
暑
さ
の
中
、

灯
が
と
も
る
キ
ャ
ン
ド
ル
を
前

に
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
歌

声
が
響
き
渡
り
ま
す
。

　

昨
年
８
月
16
日
～
18
日
に
開
い

た
夏
の
キ
ャ
ン
プ
は
、ジ
ュ
ニ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
最
も
大
き
な

行
事
。
ク
ラ
ブ
生
自
ら
が
内
容
を

企
画
・
運
営
す
る
こ
と
で
責
任
感

や
自
主
性
を
育
み
ま
す
。
講
習
生

も
参
加
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
管

理
方
法
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
取

り
方
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ク

ラ
ブ
生
は
野
外
炊
事
や
レ
ク
ダ
ン

ス
な
ど
の
担
当
に
分
か
れ
、
こ
の

日
の
た
め
に
20
回
以
上
の
会
議
や

練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

部
活
や
ア
ル
バ
イ
ト
も
す
る
福

川
さ
ん
は
、
キ
ャ
ン
プ
の
た
め
の

準
備
も
仲
間
が
い
る
か
ら
乗
り
切

れ
た
と
、
会
長
と
し
て
取
り
組
ん

だ
キ
ャ
ン
プ
を
振
り
返
り
ま
す
。

「『
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
っ
て
大

変
じ
ゃ
な
い
？
』と
周
り
か
ら
聞

か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も

た
く
さ
ん
の
仲
間
に
会
え
る
し
、

支
え
て
も
ら
え
る
か
ら
楽
し
く
続

け
ら
れ
る
ん
で
す
」。

　

笑
い
や
感
動
が
詰
ま
っ
た
キ
ャ

ン
プ
も
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り

を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
会
議

や
練
習
を
重
ね
て
き
た
ク
ラ
ブ
生

の
目
に
は
あ
ふ
れ
る
涙
が
。
や
り

切
っ
た
思
い
と
同
時
に
も
う
終

わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
寂
し
さ
が

込
み
上
げ
て
い
ま
し
た
。

花
巻
市
の
親
子
を
案
内
す
る
大
室
さ
ん（
右
）

（上写真）「講習生に楽しんでもらいたい」
とクラブ生たちは積極的に声を掛けます
（下写真）夜にはキャンドルをともします

安
あん
堵
ど
の表情を見せる福川さん（右）

子どもたちを上手にリード
11月  子 ども 大 会

友好都市交流で平塚をＰＲ
7月  七 夕まつり

講
習
生
を
募
集
！

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー


